
「多世代居住のまちづくり」に向けた取り組み
県では、居住コミュニティの創出・再生に向けて、子どもから高齢者までの様々な世代（多世代）が

地域に暮らし、気軽に行き来でき、子育てや高齢者支援などで互いに支え合い、誰もがいきいきと
生活できる「多世代居住のまちづくり」を推進するために、人材育成・普及啓発を行っている。
具体的には、以下の２事業を実施。

令和６年度多世代居住のまちづくり 担い手養成講座及びコーディネーター派遣の報告

担い手養成講座 コーディネーター派遣



担い手養成講座

多世代居住のまちづくりの担い手となる人材育成のため、今年度は４回の連続講座を開催。

〇２名の講師による基礎編・実践編の講座構成とし、講義やグループワークを行った。
〇延べ参加者は43名（申込は13名）
〇前年度の受講生及び地域で活動されている方がゲストとして登壇。場づくりや地域活動について紹介いただく
とともに、受講生からの相談にも応じた。

一言も聞き逃したくな
い程、役に立つ情報を
得られました！

どこに相談したらよい
か悩んでいたので本当
に助かりました。

場づくりの進め方
や、具体例を教え
ていただけて、参
考になりました。



コーディネーター派遣

まちづくり活動に取り組んでいる、または取り組もうとしている地域の活動団体等のスキルアップのため、

まちづくりコーディネーターを派遣するもの。
〇今年度の派遣は５件。うち１件は今年度担い手養成講座を受講された方からの申し込みであった。

こちらは、組織基盤の強化を相談したく申し込んだ
ＮＰＯ法人。事業内容の精査や人材の確保から、
地域のステークホルダーとの関係性、今後のビジョン
まで、幅広くコーディネーターへ相談しました。

引き続き「多世代居住のまちづくり」を
推進してまいります。
みなさまのご協力よろしくお願いいたします。

今後計画を立てて進めていく
良いスタートとなった。
組織基盤の重要性や
その強化方法など
丁寧に教えていただけた。

空き家となった実家について、
担い手養成講座で場を作るノウハウを学び、
具体的な計画を考えることができた。
コーディネーター派遣では、
今後の道筋について、丁寧な助言があり、
行き詰まりを解消することができた。
今春を目途に活用をスタートしたい。


